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本報告書は、四国縦貫自動車道 (脇～川之江間)の建設に伴い、平成 6年度から平成10年度にかけ

て調査を実施した三好郡池田町のお塚古墳はじめ本調査 8遺跡の調査成果と、美馬市美馬町から三好郡

池田町に所在する本調査に至らなかった 9遺跡と、合わせて17遺跡の試掘調査成果をまとめたものであ

りまサち

これらの遺跡には、三好郡池田町の吉野川を見下ろす河岸断丘上に造営された中世の集積遺構を検出

した供養地遺跡、集積墓を検出した山田遺跡 (Ⅱ )、 吉野川南岸の尾根の斜面上に位置する縄文時代の

岩陰遺跡を検出した山田遺跡 (I)な どがあります。それぞれの地域の歴史を解明する上での重要な基

礎資料を得ることができました。

本書が調査研究の一資料として活用され、埋蔵文化財保護の一助となれば幸いです。 なお、発掘調

査の実施、報告書の作成にあたり、日本道路公団及び関係諸機関並びに地元の皆様の多大な御援助、御

協力をいただきましたことに深く感謝の意を表します。

平成17年 9月

財団法人  徳島県埋蔵文化財センター

理事長   佐 藤  勉



例

1 本書は、平成 6(1994)年度から平成10(1998)年度にかけて調査を実施した四国縦貫自動車道建
設に伴う埋蔵文化財試掘調査および発掘調査報告書である。

2 本書には、西屋敷遺跡・中山遺跡・西大佐古遺跡 (美馬市美馬町所在)、 清水遺跡・塩塚遺跡・加茂
野宮遺跡 (Ⅱ )・ 茂野宮遺跡(I)(三好郡三野町所在)、 お塚古墳・供養地遺跡・山田遺跡 (Ⅱ )・ 山田

遺跡 (I)。 馬路遺跡・源氏岡遺跡・林遺跡・和田遺跡・森常遺跡・高毛遺跡 (三好郡池田町所在)、

以上試掘調査報告

清水遺跡・塩塚遺跡 (三好郡三野町所在)、 お塚古墳 。供養地遺跡・山田遺跡 (Ⅱ )・ 山田遺跡 (I)。

馬路遺跡・和田遺跡 (三好郡池田町所在)、 以上発掘調査報告を収録した。

3 発掘調査は、日本道路公団高松建設局 (現 日本道路公団四国支社)から徳島県が委託を受け、徳島
県からの委託契約により、財団法人徳島県埋蔵文化財センターが実施した。

4 方位は、国土座標軸第Ⅳ座標系の北、高さは東京湾標準潮位 (T.P。 )を表す。

5 本書で用いた土層及び土器の色調は、小山正忠・竹原秀雄編 F新版標準土色帳』1996年度版によった。

6 遺物・挿図・図版番号は各章ごとに通し香号とし、本文・挿図・表 。図版と一致する。

7 各章の調査地点などの地形図は、国土交通省国土地理院発行の1/25,000の地形図を転載使用し
た。

8 調査にあたっては、次の機関の指導・協力を得た。
徳島県教育委員会 日本道路公団四国支社 同池田工事事務所 同脇町工事事務所 徳島県土木部
縦貫道推進局 同中央事務所 美馬町 三野町 三好町 井川町 池田町

9 本調査に関する遺物、図面、写真は徳島県立埋蔵文化財総合センターで保管している。

10 本書の執筆は、以下の通りである。

I 菅原康夫  Ⅱ 前田隆司 Ⅲ・Ⅳ  近藤 玲  V～Ⅷ 田川 憲  Ⅸ・X 近藤 玲
各章の構成はそれぞれの執筆者が担当した。遺構の写真撮影は、各調査担当者が行った。一方、遺

物の写真撮影は前田が行った。なお、全体の編集は田川による。

口



例

1 遺構の表示は、徳島県埋蔵文化財センターが定める以下の発掘調査基準による遺構略記号を用いた。

SA 掘立柱建物跡

SK 土坑
ST墓

SD溝

SO窯

SE各種井戸
SP 柱穴

SJ 水利施設

SR 自然流路

SU 集石遺構  SX 性格不明遺構

2 遺構は種類ごとに縮尺を統一するように努めた。ただし、大型遺構などは任意に縮尺を変更してい
る。各遺構図版に縮尺及びスケールを表示してあるので参照されたい。

3 本報告書の遺構平面図で炭化物は、以下の図のような網掛けで表現している。

遺物は種類ごとに縮尺を下記のように統一した。ただし、大型遺物は任意に変更している。

」と号子: 1/4  晃了号辞:2/3・ 1/2・ 1/3・ 1/4  登蚤弄罵号辞i 1/2・ ユ/1

5 各章の遺物観察表の法量で ( )の ものは復元値もしくは残存高を示す。

6 遺物観察表で、外)、 内)、 内外)は、それぞれ、外面、内面、内外面を略記している。
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調 査 に 至 る 経 緯





1 調査に至る経緯

四国縦貫自動車道第10次区間 (脇～美馬聞)の路線延長は11.7kmで、昭和63年 5月 18日 施行命令が

出され、昭和63年 6月 17日 に路線発表された。当該区間については県教育委員会文化課 (現文化財課、

以下県教育委員会と呼ぶ)が昭和62・ 63年度に分布調査を実施し、15遺跡106,000m2を 調査対象として、

平成 4年 4月 23日 付で日本道路公団高松建設局 (現四国支社、以下 」Hと 呼ぶ)と埋蔵文化財の取り扱

いに関する協議 (文化庁協議)を終えた。平成 4年度は第7次区間 (徳島～脇間)の調査最終年度と重

なったが、用地交渉が開始され、当年度末よリー部地点において試掘調査に着手し、平成 6年度より本

調査を開始した。

第■次区間 (美馬～川之江)の路線延長は42.3kmで平成 2年 11月 19日 施行命令が出され、平成 3年

1月 21日 に路線発表された。当該区間は県教育委員会が平成 4年度に分布調査を実施、39遺跡

323,195m2を調査対象として、平成 5年 9月 24日付けで文化庁協議を終えた。平成 6年度試掘調査に着

手し、平成 7年度より本調査を開始した。

この区間は平成 9年度の第10次区間、平成10年度に第11次区間のうち美馬～井川池田の供用目標が設

定された。県教育委員会は平成 6年度に第7次区間の調査実績 (調査班数16.5班、調査対象68遺跡

360,000m2に 対して実調査面積133,464m2、 実掘率37%)を勘案して、当該区間に必要な調査班数を12班

(1班構成、調査員 2・ 調査補助員 2)と 算出した。平成 4・ 5年度は用地収得状況にも顕著な進捗は

なく、そのため第10次区間の一部において本調査が実施されたにすぎない。平成 6年度は全区間で用地

収得が進み、第10次区間の 5ケ 所で本調査を実施したのを始め、両区間の21ケ所で試掘調査を展開した。

県教育委員会はセンターから提出された平成 6年度の試掘調査結果や用地収得状況を基に、平成 7年

度を第10次区間 3班、第11次区間 6班の計 9班体制で調査することを決定した。しかしこれは、平成10

年度中の供用時期を前提とした調査人員配置要望 (第 10次区間必要班数■班 。第11次区間必要班数16班、

平成 7年度要望班数15班)と は大きな懸隔を生じた。

さらに人員確定後に試掘調査が行われた美馬市薬師遺跡・坊僧遺跡では調査対象区域外に遺跡が広が

る見込みとなり、約22,000m2の追加調査の必要性が生じた。併せて第11次区間の用地収得が進捗した。

そのため第10次区間の調査を優先させると、第■次区間は試掘調査を実施するにとどまり、本調査に着

手できない状況が懸念された。このため」Hから県教育委員会に対して度重なる増班要請がなされた。

平成 7年度は県立埋蔵文化財センター開設に伴い、調査関係は一課二係体制が二課四係体制に改正さ

れ、調査第二課第一係が」H事業を担当することになった。県教育委員会は年度早々に必要班数を見直

して26.5班 と修正し、センターに調査第二課内の事業の調整にとどまらず、第一課事業も割愛し、調査

班数の捻出に向けての調整を要請した。結果、平成 7年度を当面12班で対応することとした。

平成 7年度は第10次区間の調査を概成させ、第11次区間は試掘調査を先行させる方針により、調査班

の配置を変更したため、全体の実掘面積は当初計画よりも減少したものの、調査計画は大幅に変動した。

また第■次区間で本調査を実施した三野町丸山遺跡では約8,500m2が 追加調査が必要となったのを始め、

一部の調査において大幅な遅廷を生じたため、さらに事業調整を行って休日まで調査員を投入する事態

となったが、さほどの効果を上げるまでには至らなかった。

加えて試掘調査の結果、美馬市荒川遺跡、吉水遺跡、三好町土井遺跡、大柿遺跡などでは、当初見込

みを上回る調査面積が確実になったため、県教育委員会は工事工程上、調整可能な調査箇所を平成 8年
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度に先送りすることを決めた。こうしたことから、必然的に平成 8年度が事業ピークを迎える見込みに

なった。」Hと 次年度体制について協議を進めていた県教育委員会は、年末までに平成 8年度を35班体

制で臨むことを決定し、不足人員を若干の専門職員採用と30数名の教員派遣で対応することを決定した。

この大量の教員派遣計画に対して、平成 8年 2月 10日付文化財保存全国協議会から徳島県知事・徳島

県教育長宛「四回縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査及び文化財保護行政の適正化を求める要

望書」、同年 3月 6日付考古学研究会から「四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の調査体

制にかんする質問書」、同年 3月 28日付日本考古学協会埋蔵文化財保護対策委員会から「四国縦貫自動

車道建設に伴う文化財保護行政ならびに埋蔵文化財発掘調査に関する要望書」が提出された。

これに対し県教育委員会は県教育長名で考古学研究会に同年 3月 22日付、日本考古学協会埋蔵文化財

保護対策委員会には同年 4月 15日付で回答している。

平成 8年度は調査体制が一新された。県教育委員会に埋蔵文化財担当参事 (セ ンター常務理事兼事務

局長)を設置し、文化財課の埋蔵文化財担当係の強化を図ると共に、前年度に続いてセンターの組織改

正が行われた。調査関係では平成 7年度の事務分掌が全面的に改正され、三好町に埋蔵文化財センター

西部事務所が設置された。調査第二課調査第一係は西部事務所勤務となり、平成 8年度は新設の所長

(セ ンター専務理事兼所長)以下143名、平成 9年度は95名体制、平成 8年度最大稼働時35班 (通年28.5

班)、 平成 9年度最大稼働時24班 (通年20.5班 )、 計49班で事業に対応することとなった。

表 1に年次ごとの進捗状況を示した。平成 8年度は、第11次区間美馬～井川池田間の調査に目途を立

てることを最大の主眼とした。平成 8年度前半に第10次区間及び前年度からの継続調査の完了、用地の

取得がまとまった第11次区間の中規模遺跡の概成、後半での大規模遺跡への効果的稼働を目指した。

なお、本書所収遺跡の発掘調査及び報告書作成業務体制は、以下の通りである。

発掘調査業務体制

所   長 筒井豊祐 (平成 7～ 9年度) 寒川光明 (平成10年度)
事 務 局 長 柴田 広 (平成 6・ 7年度)庄 野徳保 (平成 8・ 9年度)細 川靖夫 (平成10年度)
事務局次長 谷 一郎 (平成 8'9年度 西部事務所所長兼務)
総 務 課 長 小林敬治 (平成 6・ 7年度) 長江 仁 (平成 8・ 9年度)井 後伸― (平成10年度)
主   事 三木和文 (平成 6。 7年度) 西木未香 (平成 7～ 9年度)

集堂正士 (平成 8～ 10年度) 佐藤真紀 (平成10年度)
技 術 主任 酒井彰彦 (平成 6年度)  大西孝司 (平成10年度)
技   師 青木雅和 (平成 7～ 9年度) 笠井達雄 (平成 8年度)
調 査 課 長 紀伊司郎 (平成 6年度・ 7年度第 1課課長) 菅原康夫 (平成 8年度 。9年度第 2課

課長・10年度課長  8。 9年度西部事務所次長兼務)

課長兼係長 島巡賢二 (平成 6年度主査兼係長・ 7年度第 2課課長兼係長・8年度第 1課課長・9年度
普及係長兼務・10年度整理普及課長)

主査兼係長 逢坂俊男 (平成 7年度第 2課・8年度第 1課) 南 信義 (平成 7年度第 1課・8年度
第 2課・9年度第 1課 縦貫担当係長兼務) 佐々木清克 (平成 8年度第 2課 。9年度第
2課) 武市文雄 (平成10年度)
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調 査 係 長 菅原康夫 (平成 6年度・ 7年度第 1課)松 永雅行 (平成 9年度第 2課 縦貫担当係長兼
務 。10年度整理係長)        市村みね (平成10年度)

調 査 担 当

清水遺跡

研究員 原 芳伸  中南弘史  九岡偵人  研究補助員 河野道教
塩塚遺跡

研究員 佐野耕市  宮本和明
お塚古墳

第 1次調査             第 2及調査

研究員 小泉信司  石本 卓    研究員  白井正道  石本 卓
供養地遺跡

主査兼調査第二係長 逢坂俊男    研究員  石本 卓
山田遺跡 (Ⅱ )

研究員 小泉信司          研究補助員  佐藤誠二

山田遺跡 (I)

研究員 原 芳仲  藤本好浩

馬路遺跡

研究員 佐野耕市  相原 聡

和田遺跡

研究員 近藤 理  寒川芳裕

報告書作成業務体制

平成15年度                  平成16年度

所  長   本滞敏之            所  長   浦上純二

事務局長   西村和博            事務局長   河野幸一

総務課 課長 山本高史            総務課 課長 古田哲郎
主査兼係長 坂尾俊―             主査兼係長 坂尾俊一

事務主任  布川純子             事務主事  川口治代
整理普及課  整理普及課長 島巡賢二     事業第二課 第二課長 島巡賢二

整理係長   貞野雅己           整理係長 貞野雅己
普及係長   関本秋夫           普及係長 関本秋夫
研究員    豊田周作 近藤 玲      研究員  前田隆司 田川 憲
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第1表 四国縦買自動車道伽 ～美馬・美馬～川之江)埋蔵文化財調査地一覧表

番号 遺 跡 名 所 在 地 調 査 面   積 (活 )
報告書所収

総面積 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年層
1 原 (I) 美馬市脇町北庄 第41集

2 原 (Ⅱ ) 美馬市脇町北庄 1,560 1,560 第41集

3 鶴謝 美馬市脇町北庄 1,544 1,304 第41集

4 佐城 美馬市脇町脇町 565 400 第41集

佐城 (I) 美馬市脇町脇町 779 620 第41集

佐城 (Ⅲ ) 美馬市脇町脇町 第41集

7 田上 美馬市脇町田上 873 第27集

田上 (I) 美馬市脇町西日上 9,258 第27集

田上 (Ⅲ ) 美馬市脇町西田上 6.062 1,822 第27集

10 井口 美馬市脇町井口 第41集

薬師 (薬師) 美馬市美馬町芝坂 9,335 330 9,005 第34集

12 薬師 (芝坂 ) 美馬市美馬町芝坂 第34集

13 坊僧 (坊僧 ) 美馬市美馬町坊僧 12,455 11,649 第34集

14 坊僧 (中黒) 美馬市美馬町坊僧 第34集

坊僧 (東段) 美馬市美馬町坊僧 5,850 5,734 第34集

16 坊僧 (西段) 美馬市美馬町坊僧 第34集

17 池ノ浦 美馬市美馬町池ノ浦 第41集

滝ノ宮 美馬市美馬町滝ノ宮 2.563 第41集

下突出 美馬市美馬町中横尾 第41集

脇～美馬 61,393 750 4,200 10,015 43,975

20 荒川 美馬市美馬町荒川 17,782 15,530 2,050 第61集

吉水 美馬市美馬町吉水 3,820 3,700 第39集

22 西屋敷 美馬市美馬町中西 288 本書

23 中山 美馬市美馬町中山 本書

24 西大佐吉 美馬市美馬町突落 本書

25 清水 三好郡三野町清水 10,692 10,000 本書

26 塩塚 三好郡三野町清水 2,332 本書

27 加茂野宮 (Ⅱ ) 三好郡三野町加茂野宮 本書

23 加茂野宮 (I) 三好郡三野町加茂野宮 340 本書

29 大谷尻 三好郡三野町北原 4,595 第53集

30 丸山 三好郡三野町勢力 14,760 11,110 第45集

31 花園 三好郡三野町太刀野 3.456 第42集

32 太刀野山 (■ ) 三好郡三野町アミダ堂 157 第42集

33 太刀野山 (I) 三好郡三野町アミダ堂 第42集

34 台 三好郡三好町足代 1,203 第42集

35 宮ノ岡 (■ ) 三好郡三好町足代 345 345 第42集

36 宮ノ岡 (I) 三好郡三好町足代 898 第42集

37 東原 三好郡三好町足代 16,365 15,825 第51集

38 西 原 三好郡三好町足代 10,853 8,153 1,927 第50集

39 円通寺 三好郡三好町足代 42.453 30,375 11,270 第28集

40 土井 三好郡三好町昼間 35,630 378 19,520 15592 第38集

41 大柿 三好郡三好町昼間 53,012 身子37・ 48・ 60歩鳥

42 八幡 三好郡井)I 町八幡 1,250 1,230 第29集

43 井内 三好郡井 )I 町西井川 277 第29集

44 井出上 三好郡井,I 町西井 | 6,336 6,306 第52集

45 三好郡井,I 町西井 I 15,500 15,380 第59集

46 坊 三好郡井ナI 町西井 II 120 300 第29集

47 須賀 三好郡井ナI 町西井 I 3,869 第29集

48 末 三好郡井,I 町西井 II 第29集

49 お塚古墳 三好郡池田町トウゲ 1,238 3,722 本 書

50 供養地 三好郡池田町クヤウジ 本書

山 田 (Ⅱ ) 三好郡池田町ヤマダ 1,230 本書

52 山田 三好郡池田町ヤマダ 650 本書

53 馬路 三好郡池田町馬路 650 本書

54 源氏岡 三好郡池田町源氏岡 175 本書

55 林 三好郡池田町佐野 本書

56 和田 三好郡池田町佐野 1,220 1,220 本書

57 森常 三好郡池田町初草 本書

58 高毛 三好郡池田町高毛 本書

美馬～川之江 259,901 3,607 167.088 63,374 825

計 321.294 4.200 13.622 68.982 169.541 63.374 825
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第2表 本書所収試掘調査一覧

番号 遺 跡 名 所  在  地
調査対象面積

調 査 期 間 調 査 担 当 者
試掘面積

1 西屋敷遺跡 美馬市美馬町字里西屋敷
24,8201這

1995。  8. 21´Ψ9. 5 石井伸夫 中南弘史
288�

2 中山遺跡 美馬市美馬町字中山
11,568だ

1995. 4. 18´▼5. 12
栗林誠冶 瀧山智子
藤本好浩1721近

3 西大佐古遺跡 美馬市美馬町字突落5他
4,724r五 1995, 4. 25´ヤ5. 2

6.  4
佐野耕市 宮本和明

153だ

4 清水遺跡
三好郡三野町大字清水字

東篠1408他

23,060r逓
10,11～ H 原芳伸  中南弘史

丸岡偵人 河野道教692r近

5 塩塚遺跡
三好郡三野町清水字塩塚
13341と

13,730M 1995, 1, 24～ 2.  3

10。  12～ 10。  16
佐野耕市 宮本和明
石井伸夫 中南弘史382r五

加茂野宮遺跡(Ⅱ )
三好郡三野町加茂野宮字

東王子

9,955r逓
1995。  1. 20´―-1. 23 九十九肇 原田時冶

300r逓

加茂野宮遺跡(1)
三好郡三野町加茂野宮字

北西王子

11,244�
l 17～ 1 九十九肇 原田時治

２ｍ

8 お塚古墳
三好郡池田町字トウゲ

106-1他

11,806r重
1。  19～ 2. 10

小泉信司 谷恒二

佐藤誠二354∬

供養地遺跡
三好郡池田町字クヤウジ

4151他

3,728r逓 1994. 12. 5´ ―ヤ

1995。  1. 18

小泉信司 谷′E二

佐藤誠二111露

10 山田遺跡 (Ⅱ ) 三好郡池田町字ヤマダ
6,470r歯 1994. 6.  6～ 8. 24

11. 15～ 11. 17

小泉信司 谷恒二

佐藤誠二285∬

山田遺跡 (I) 三好郡池田町字ヤマダ
2,550M 1994. 9.  5～ 9. 12

11. 22-11. 30
小泉信司 谷恒二

佐藤誠二53∬

12 馬路遺跡
三好郡池田町馬路字安永
78他

7,740露
2. 2～ 3. 佐野耕市 瀬部雄一

320M

13 源氏岡遺跡
三好郡池田町馬路字源氏 1,180∬

1998. 4. 2-5. 31 谷恒二  笠井敬介
岡30他 175∬

14 林遺跡 三好郡池田町佐野
2,210r逓

1997. 8. 1´ヤ8. 29 谷恒二  佐野耕市
２ｍ

15 和田遺跡
三好郡池田町佐野字和田

308番地他

2,8101重
1996. 6. 3-6. 8 近藤理  寒川芳裕

120�

16 森常遺跡
三好郡池田町字初草2656‐ 1.510ri

1997, 7. 1-7. 23 谷恒二  大橋育順
他 90Hi

17 高毛遺跡 三好郡池田町高毛28092他
840露
1997. 7. 25-7. 29 谷恒二  大橋育順

25r近

第3表 本書所収発掘調査一覧

番号 遺 跡 名 所  在  地
調査対象面積

調 査 期 間 調 査 担 当 者
発掘面積

Ⅲ 清水遺跡
三好郡三野町大字清水字

東篠1408他

23,0601重
1996. 4. 3´ ヤヽ7. 31

原芳伸  中南弘史
丸岡偵人 河野道教10,000雷

V 塩塚遺跡
三好郡三野町清水字塩塚
1334イ也

13,730∬
1996. 4. 3´ヤ6. 10 佐野耕市 宮本和明

1,9501逓

V お塚古墳
三好郡池田町字トウゲ
106-1イ也

11,806r遷 6～ 3.

1-10.

３．

３．

小泉信司 石本卓
白井正道 石本卓6,198�

Ⅵ 供養地遺跡
三好郡池田町字クヤウジ

4151他

3,728∬ 1995. 7. 13´ヤ

1996. 3. 31
逢坂俊男 石本卓

1,700∬

Ⅶ 山田遺跡 (Ⅱ ) 三好郡池田町字ヤマダ
6,4701重 1995. 6. 15´ヤ

1996. 3. 30
小泉信司 佐藤誠二

1,230r�

Ⅷ 山田遺跡 (I)
三好郡池田町字ヤマダ557

他

2.5501�
1996. 8. 1～ 9. 30 原芳伸  藤本好浩

650M

区 馬路遺跡
三好郡池田町馬路字安永
784コ

7,740M
1998. 4. 2′―ヤ6. 30 佐野耕市 相原聡

650r五

X 和田遺跡
三好郡池田町佐野字和田
308番地他

2,810r漱
1996. 8. 1-9. 31 近藤理  寒川芳裕

1,100Hi
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Ⅲ 試 掘 調 査 総 括



1,本章は、四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財試掘調査のうち、本調査に至らなかった地点の

調査総括である。

2.試掘調査の対象地点の所在地・面積・期間・及び担当者については、第 I章第 2～ 3表を参照され

たい。なお、報告書作成の実施期間は以下の通りである。

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成17年 3月 31日

3.本章の遺物番号・写真番号は通し番号とし、出土遺物の観察表については章末にまとめて記載
した。

4.本章以降の調査地点位置図の地形図は、国土交通省国土地理院発行の1/25,000地形図を縮小・転載
したものである。以下の図幅を使用した。 (使用図幅名 :貞光、辻、阿波池田、讃岐豊浜)
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四国縦貫自動車道路線    ▼

/
/ 徳 島 県

ィ柘98

1西屋敷追跡   10山 田遺跡 lll)
2中山遺跡
3西大佐古遺跡  12馬路遺跡
4清水追跡    13源 氏岡通跡
5塩塚遺跡    14林 遺跡
6加茂野宮遺跡 lll)15和国遺跡
7加茂野宮遺跡(I)16森常追跡
8お塚古墳
9供養地遺跡

17高毛遺跡

図 試掘調査地点と四回縦買自動車道路線
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1 西屋敷遺跡

遺跡の位置 (第 2図 )

遺跡は、美馬市美馬町字里西屋敷に所在する。阿讃山脈の南側、吉野川左岸の標高130mか ら140mの

洪積世台地上に位置する。分布調査時にサヌカイト片、須恵器片、土師質土器片等を採集しており、弥

生時代から中世にかけての遺跡の存在が予想された。

トレンチの設定 (第 3図 )

調査対象面積は、24,820m2でぁる。調査にあたっては対象地内を東から西へA、 B、 C、 Dの 4調査

区に分割し耕作地一筆ごとに1カ所から2カ 所のトレンチを設定した。試掘面積は調査対象面積の

■2%にあたる288m2と した。A調査区では、2m× 3m～ 2m× 9.5mの トレンチを18カ 所、B調査区では、

2m× 3mの トレンチを1lヵ 所、 C調査区では、2m× 3m～2m× 7mの トレンチを10ヵ 所、D調査区で
は、2m× 3mの トレンチを9ヵ 所設定した。合計48の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

各地区とも基本層序はほぼ同一である。第 1層 (耕作土)、 第 2層 (にぶい黄褐色粘質土)、 第 3層

(にぶい黄橙色粘質土)、 第 4層 (にぶい黄橙色粘質土、砂岩大量に含む、地山)の層序を成す。なお、

第 2層及び第 3層は5cmから15cm程度の礫を多量に含有し北側に隣接する阿讃山脈から押し出して堆

積したものと思われる。

まとめ

今回の調査地点では、いずれも遺物包含層、遺構面の確認はできなかった。第 7・ 13・ 24・ 31・ 32ト

レンチからごく微量の遺物を検出したが、小片であるため詳しい年代は不明である。その遺物も検出し

た層の性格から包含層遺物とは認め難い。なお、今回耕作物などの存在からトレンチ設定できなかった

場所についても、周辺のトレンチの状況や地形条件から再試掘の必要はない。従って今回の調査対象地

においては試掘調査のみで終了した。
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第 2図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )
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第 3図 調査地点位置詳細図 (S=1/3000)

一

務

守
Ｔ
′

-12-



2中山遺跡

遺跡の位置 (第 4図 )

遺跡は、美馬市美馬町中山に所在する。吉野川北岸の城 。中西地区の標高140m前後の更新世台地上

の山裾部に展開する。分布調査時に弥生土器や土師器が採集されており、弥生時代もしくは中世の遺跡

の存在が予想された。

トレンチの設定 (第 5図 )

調査対象面積は、■,568m2でぁる。調査にあたっては対象地内を西から東ヘトレンチを設定した。試

掘面積は調査対象面積の1.5%にあたる172m2と した。 lm× 4mの トレンチを3カ 所、 2m× 4mの ト
レンチを20カ所設定した。合計23の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

第 1～ 3ト レンチでは、既に耕作土は除去されており、第 1層は田地造成のための客上が約60cm盛

られている。第 2層は地山である明責褐色岩盤層である。第 4～ 23ト レンチでは、同じく耕作土は既に

除去されており、その下には客上が盛られている。第 2・ 3層中には、炭化物が比較的多量に含まれて

いる。第 4層以下は、明責褐色岩盤層で地山といえる。

まとめ

今回の調査地点では、いずれも遺物包含層、遺構面の確認はできなかった。炭化物を比較的多量に含

む第 2・ 3層が検出されたが、遺物は出土しておらず、包含層とは認め難い。おそらく田地造成以前の

旧耕作土と考えられる。よって遺跡の存在する可能性は希薄であると判断した。従って今回の調査対象

地においては試掘調査のみで終了した。

調査日誌抄

1995(平成 7)年

4月 26日  試掘調査、第 1～ 5ト レンチ、重機掘削
4月 27日  試掘調査、第 6～ 13ト レンチ、重機掘削
4月 28日  試掘調査、第14～ 21ト レンチ、重機掘削
5月 1日 実績報告書作成
5月 2日  実績報告書作成
5月 8日 試掘調査、第22・ 23ト レンチ、重機掘削
5月 9日  後片付け
5月 10日 実績報告書作成
5月 11日 実績報告書作成
5月 12日 実績報告書作成
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第 5図 調査地点位置詳細図 (S=1/2000)

～
ドミミ,こ二//[|

滝
/
/

二
′
:::ャ =='議=4
学  
―

オ ーーー  ーー″,一 ―‐・~■
/Ppと

々θ
' ノ

0                          100m
I ~F~「 ~「~「~‐~~――――十~~H 。

／

／

-14-



3西大佐古遺跡

遺跡の位置 (第 6図 )

遺跡は、美馬市美馬町字突落に所在する。吉野川北岸台地、北から南に向かって緩やかに傾斜する大

佐古の扇状地に位置する。標高は130m～ 138mで、現況は宅地及び水田である。分布調査時に弥生時代

および中世の土器片が採集されており、弥生時代もしくは中世の遺跡の存在が予想された。

トレンチの設定 (第 7図 )

調査対象面積は、一次・二次合わせて4,724m2でぁる。試掘面積は調査対象面積の3.2%に あたる

153m2と した。調査にあたっては、一次では対象地内で1lヶ所のトレンチを、二次では 5カ 所のトレン

チを設定した。 2m× 3mの トレンチをlヵ 所、 2m× 4mの トレンチを4カ 所、 2m× 4.5mの トレン

チをlヵ 所、 2m× 5mの トレンチを4カ 所、3.5m× 6mの トレンチを lヵ 所、短辺1.61m～ 1,91m、 長

辺4.20m～6.03mの トレンチを5カ 所設定した。合計16の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

第 3ト レンチを除いた 1～ 11すべてのトレンチにおいて、大佐古谷の影響を受け上層から下層にかけ

て、砂や礫・砂礫層の互層を呈している。また第 3ト レンチは隣接している阿讃の山麓の押し出しによ

る山上の層となっている。第2・ 3・ 6・ 8。 10ト レンチでは、地表下約 1～ 1.8mで地山が検出された。第

12・ 13・ 15・ 16ト レンチにおいては、表上直下より宅地・水田造成の際の客土、その下に谷の影響を強

く受けた砂礫層となっている。第14ト レンチにおいては、表土直下より堅い岩盤層となっている。

まとめ

今回の調査地点では、いずれも遺物、遺構面の確認はできなかった。第 1～■トレンチ (3ト レンチ

を除く)については大佐古谷の流れの影響を長期間にわたって受けていたことが伺える。なおかつ近年

の宅地や田畑の造成によりかなりの地形の改変を受けていたことがわかつた。また、第 3ト レンチにつ

いては山土の押し出しの影響が認められ遺構を検出することはできなかった。よって遺跡の存在する可

能性は希薄であると判断した。従って今回の調査対象地においては試掘調査のみで終了した。

調査日誌抄

1996(平成 8)年

6月 4日 試掘調査、 トレンチ写真、土層断面図
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第 6図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )
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第 7図 調査地点位置詳細図 (S=1/1000)

-16-



4清水遺跡

遺跡の位置 (第 8図 )

遺跡は、三好郡三野町大字清水字東に所在する。吉野川北岸の標高135m～ 165m前後の山麓台地上に

位置する。調査区の東側は平坦だが、西側は急傾斜しており、現況は段々畑である。分布調査時におい

てサヌカイト製石鏃・チップ、須恵器片、土師質土器等を採取しており、弥生から中世にかけての遺跡

の存在が予想された。調査区周辺には、高地性集落の可能性が高い大谷尻遺跡 (館山遺跡)、 弥生時代

の集落と思われる西大佐古 。久保田遺跡がある。

トレンチの設定 (第 9図 )

調査姑象面積は、23,060m2でぁる。調査にあたっては対象地内で当初87ケ所のトレンチを設定した。

試掘面積は調査対象面積の 3%にあたる692m2と した。2mX3mの トレンチを58カ所、 2m× 4mの

トレンチを28カ 所、 2m× 60mの トレンチを lヵ 所設定した。以上のようにトレンチを設定して遺構の

確認に努めた。

基本層序

西側の調査区では、ほとんどのトレンチにおいて表土 (耕作土・盛土)、 オリーブ褐色の自然堆積層

(土器を含む流れ込み)、 褐色の自然堆積層 (地山の押し出し、砂礫層)、 地山の層序となっている。こ

の土器を含む流れ込みは、第22・ 24・ 25。 26・ 27・ 28。 31・ 35ト レンチにおいてみられる。平坦な東側

では、表土直下地山のトレンチもあるが、表土・にぶい黄褐色の包含層、遺構面が形成される褐色の自

然堆積層、自然堆積層 (地山の押し出し)、 地山の層序がみられる。包含層は地表面から約10～20cmの

浅いところにあり、場所によっては表土直下遺構面となるところもある。第68・ 72・ 73ト レンチから、

遺構面と思われる層に掘り込んだ柱穴状の遺構を検出した。第 2・ 3・ 7・ ■・14・ 15。 16・ 21・ 35・

67・ 70・ 79ト レンチの包含層と、第12・ 66ト レンチの盛土からは土師器片が出上した。第4ト レンチの

盛土と、第24・ 31ト レンチの自然堆積層からは陶磁器が出上した。第22ト レンチの包含層からは、土師

器片や羽釜口縁部・煮沸具脚部・陶磁器が出土した。第24ト レンチの自然堆積層からは、土師器片や陶

磁器が出土した。第68ト レンチの包含層からは、弥生土器片 (養)が出土した。第69ト レンチの耕作土

中からは陶磁器が、包含層からは、弥生土器が出土した。第86ト レンチの包含層からは、土師器片や陶

器 (備前焼)が出土した。東側に関しては、安定した包含層、遺構面と考えられる層があり、遺構・遺

物ともに検出された。
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第 8図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )

第 9図 調査地点位置詳細図 (S=1/3000)
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出土遺物 (第10・ 11図 )

1は中世の羽釜口縁部である。口径は19cmを測る。 2

は弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭の奏で、胎土

観祭から搬入品の可能性がある。口縁部外面は凹線文2条、

頸部内外面はヨコナデ、体部内面は縦にヘラケズリを施

し、外面は斜めにヘラミガキを施す。

まとめ

今回の調査地点では、調査区西側においては、流れ込

みと思われる層から土器を検出したが、安定した層から、

遺構・遺物は検出されなかった。遺構面と考えられる層

もないことから、本調査の必要はないと判断した。しか

し、東側に関しては、安定した包含層、遺構面と考えら

れる部分があり、遺構・遺物ともに検出された。以上の

ことにより、調査区東側に関しては本調査を行う必要が

あると判断した。

調査 日誌抄

1994(平成 6)年

10月 11日 試掘作業開始
10月 12日 試掘 トレンチ掘削作業
10月 13日 試掘 トレンチ掘削作業
10月 14日 試掘 トレンチ掘削作業
10月 17日 試掘 トレンチ掘削作業
10月 18日 試掘 トレンチ掘削作業
10月 19日 試掘 トレンチ掘削作業
10月 20日  試掘 トレンチ掘削作業
10月 21日  試掘 トレンチ掘削作業
10月 24日  試掘 トレンチ掘削作業
10月 25日  試掘 トレンチ掘削作業
10月 26日  試掘 トレンチ掘削作業
10月 27日  試掘 トレンチ掘削作業
10月 28日  試掘 トレンチ掘削作業
10月 31日  試掘 トレンチ掘削作業
m月 1日  試掘 トレンチ掘削作業

奮~=~=十D   ゃ

2

0                           20cm

第11図 第68ト レンチ出土土器

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

試掘 トレンチ掘削作業

11月 2日

11月 4日

ll月 7日

11月 8日

11月 9日

11月 10日

11)]11日

ll月 14日

11月 15日

11月 16日

11月 17日

第10図 第22ト レンチ出土土器
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5塩塚遺跡

遺跡の位置 (第12図 )

遺跡は、三好郡三野町大字清水字塩塚に所在する。吉野川北岸、阿讃山bFR南側の標高120m～ 130m台

の決積世台地上に位置する。滝谷川の堆積作用によって形成された扇状地の扇頂部東南端にあたる。調

査区西 。南区は、南西に向かう傾斜地で、東区は東南に向かう傾斜地で、北は急傾斜で山につながる。

調査区内には、比高差15m程度の円錐状の小山塊 (塩塚)が存在し、その頂上部には丸山神社が鎮座す

る。このような地形状況からみて遺跡の存在が予想された。

トレンチの設定 (第 13図 )

調査対象面積は、 1次 。2次調査合わせて13,730m2でぁる。試掘面積は調査対象面積の2.8%にあたる

382m2と した。調査にあたっては、1次では対象地内の南区には、南から西へ16ト レンチ、西区には15

トレンチを設定した。 2次では、東側の緩斜面に 7ト レンチ、西側の小山塊に 5ト レンチを設定した。

2m× 5mの トレンチを31カ所、2m× 3mの トレンチを12カ 所設定した。合計43の トレンチを設定して遺

構・遺物の確認に努めた。

基本層序

調査区西・南区においては薄く表上がのるが、表土も礫が風化したものであり、礫層の状態に違いは

あるもののすべて礫層である。東側の緩斜面や小山塊も基本的にはすべて礫層である。北東部、塚の西

側において 1及では、一部安定した面 (近世の遺構面)が存在したが、 2次では検出できなかった。

まとめ

1次の調査地点では、西 。南区においては遺物・包含層、遺構面の確認はできなかった。北東部、塚

の西側の第10・ 14ト レンチにおいて、近世の遺構・遺物が検出された。 2次では、第 1～ 11ト レンチま

では、遺構・遺物ともに検出できなかった。第12ト レンチ (小山塊頂上部)では、第 2層に埋没する形

で割石の石組を検出した。出土遺物を伴わないことから時期を特定することはできないが、人為的な構

築物である可能性が高いと思われる。上記の結果から、西・南区と東側の緩斜面に関しては遺跡の存在

する可能性は極めて低く、発掘調査の必要性はないと判断した。しかし、西側部分については、小山塊

及びその周辺の本調査を行う必要があると判断した。

調査 日誌抄 (1次調査 )

1995(平成 7)年
1月 24日  現場移動
1月 25日  午前中待機 午後試掘整理
1月 26日  試掘調査開始
1月 27日  センターで試掘整理
1月 30日  試掘調査、第 8～ 14ト レンチ
1月 31日  試掘調査、第15～ 21ト レンチ

2月 1日 試掘調査、第22～ 27ト レンチ
2月 2日  試掘調査、第28～ 31ト レンチ
2月 3日 荷物運搬
2月 6日  試掘整理
2月 7日 試掘整理
2月 8日  試掘整理

-20-



谷

,F

〆r/卜 ~下~可~¬医~■―――――――引  ■
市
や
′
_汐今 1 山 Ц  ‖ /止 ′分 れ Ⅲえ 麦 Z

r iF
再J!と:!

第12図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )

第13図 調査地点位置詳細図 (S=1/1500)

<r,.

汗
４
５。
と

ー

-21-



6加茂野宮遺跡 (Ⅲ )

遺跡の位置 (第14図 )

遺跡は、三好郡三野町加茂野宮字東王子に所在する。吉野川北岸、阿讃山脈南側の標高120mである。

調査対象地は、滝谷の扇状地の扇頂部に位置する。調査区全体は、南に向かう緩やかな傾斜地である。

地形的にみて、確認調査が必要と考えられた。

トレンチの設定 (第15図 )

調査対象面積は、9,955m2でぁる。調査にあたっては、西から東へ向かって20ト レンチを設定した。

試掘面積は調査対象面積の 3%に あたる300m2と した。 3m× 5mの トレンチを20カ 所設定した。合計

20の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

調査区全体において薄く表上がのるが、表土も礫が風化したものであり、礫層の状態に違いはあるも

ののすべて礫層である。

まとめ

今回の調査区全体においては、すべて礫層であり、遺構・遺物・包含層等検出されず、土層状況から

みても、本調査の必要性はない。また、今回未調査部においても、建築物構築時の削平が大きく、遺跡

の存在する可能性は、希薄であると判断した。従って、今回の調査対象地においては、試掘調査のみで

終了した。

調査 日誌抄

1995(平成 7)年

1月 20日 試掘調査、第 1～ 10ト レンチ
1月 23日 試掘調査、第10～20ト レンチ
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7加茂野宮遺跡 (I)

遺跡の位置 (第16図 )

遺跡は、三好郡三野町加茂野宮宇北西王子に所在する。吉野川北岸、阿讃山脈南側の標高100m付近

に立地する。

調査対象地は、滝谷の扇状地の扇頂部に位置する。調査区全体は、南西に向かう緩やかな傾斜地で、

北西は急傾斜で山につながる。地形的にみて、確認調査が必要と考えられた。

トレンチの設定 (第 17図 )

調査汁象面積は、11,244m2で ぁる。調査にあたっては、西側に14ト レンチ、東側に11ト レンチを設定

した。試掘面積は調査対象面積の 3%に あたる340mつとした。 3m× 4mの トレンチを20ヵ 所、 4m×
5mの トレンチを 5カ 所設定した。合計25の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

調査区全体において薄く表土がのるが、表土も礫が風化したものであり、礫層の状態に違いはあるも

ののすべて礫層である。

まとめ

今回の調査区全体においては、すべて礫層であり、遺構・遺物・包含層等検出されず、土層状況から

みても、遺跡の存在する可能性は希薄であると判断した。従って、今回の調査対象地においては試掘調

査のみで終了した。

調査日誌抄

1995(平成 7)年

1月 9日 試掘調査準備
1月 10日 現地確認
1月 11日 挨拶回り
1月 12日 挨拶回り
1月 13日 挨拶回り、レベル移動、物品確認
1月 17日 荷物運搬
1月 18日 試掘調査、第 1～ 14ト レンチ
1月 19日 試掘調査、第15～25ト レンチ
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第17図 調査地点位置詳細図 (S=1/1500)
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8お塚古墳

遺跡の位置 (第18図 )

遺跡は、三好郡池田町字トウゲに所在する。吉野川南岸上流域の標高109m～ 130mの河岸段丘面に位

置する。調査対象地は南北にのびた大山谷とトウゲ谷に挟まれた段丘面上にあり、北西に向かって緩や

かに傾斜している。池田町内ではお塚さんと呼ばれ、古くから信仰の対象になっているものの中に古墳

と考えられるものがあり、調査対象地区でも2基確認されている。また、調査対象地より南の山間部で

は、 トウゲ谷古墳群、北側では供養地古墳群の存在が知られている。調査区西側にはトウゲ谷を円形状
に掘り込んだ地形を呈し、この地点が古文書における東善寺溜池にあたると言われ、東善寺がこの周辺

に所在したと言われる。表採資料では、須恵器、土師質土器、陶磁器が確認されており、古墳時代から

中世の遺跡の存在が予想された。

トレンチの設定 (第19図 )

調査対象面積は、■,806m2でぁる。調査にあたっては西から東へ向かって72ト レンチを設定した。試

掘面積は調査対象面積の3%に あたる354m2と した。1.5m× 4mの トレンチを64カ 所、1.5m× 5mの ト

レンチを8カ 所設定した。合計72の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

第 1～ 17ト レンチでは、耕作土、床土を除去した後は黄褐色砂質土、暗灰黄色砂質土等の谷筋からの

流れ込みが認められ、褐色砂質上の地山が検出された。第18～ 22・ 25～ 29。 35。 36・ 38・ 39。 44～ 53・

68・ 69・ 71'72ト レンチでは遺物、遺構の検出が行われた。しかし、包含層は現代の水田面構築時削平

を受けておりほとんど残存していない。第42・ 43・ 54・ 55・ 56～ 63・ 65～ 67ト レンチでは耕作上、床土

を除去した後は灰白砂質上、灰オリーブ砂質土が部分的に推積し、岩盤が検出された。

出土遺物 (第20・ 21・ 22・ 23・ 24・ 25。 26・ 27図 )

3は焼き締め陶器と思われる壺である。 4は磁器皿である。内面と外面体部に釉を施し、見込み蛇の

目釉剥ぎである。 5は陶器碗である。 6は金の脚部である。 7は須恵器奏と思われる。 8は土師質土器

の杯である。底面に回転ヘラケズリを施している。 9は釜の脚部である。10は須恵器奏と思われる。外

面体部にタタキを施している。11は瓦器椀である。12は土師質土器の釜である。
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第18図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )

第19図 調査地点位置詳細図 (S=1/2500)
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第23図 第61ト レンチ出土上器
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第22図 第46ト レンチ出土土器
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まとめ

今回の調査地点では、安定した包含層は検出されなかったが、所々のトレンチで土坑、ピット、溝状

遺構が検出された。中世 (13～ 15世紀)の須恵器、土師質土器、瓦器椀が出土している。包含層につい

ては、田畑造成時に削平を受けているものと思われる。また、同様のことは、遺構面にも認められる。

しかし、調査対象地区の北側部分では遺構面が広がっており、本調査を行う必要があると判断した。

調査 日誌抄

1995(平成 7)年

二月19日 試掘調査、第 1～ 4ト レンチ開口、 図面、写真
1月 20日  試掘調査、第 5～ 7ト レンチ開日、図 面、 写真
1月 23日  図面整理

1月 24日  試掘調査、第 8～ 13ト レンチ開日、第 8～ 12ト レンチは図面、写真
1月 25日  図面整理

1月 26日  試掘調査、第12～ 14ト レンチ開口、第13～ 17ト レンチは図面、写真
1月 27日  試掘調査、第18～20ト レンチ開口、第18～20ト レンチは図面、写真
1月 30日  試掘調査、第21～ 25ト レンチ開口、図面、写真
1月 31日  試掘調査、第26～ 30ト レンチ開口、図面、写真
2月 1日 試掘調査、第31～ 36ト レンチ開口、図面
2月 2日  試掘調査、第37～ 42ト レンチ開口、図面
2月 3日 試掘調査、第43～ 52ト レンチ開口
2月 6日 試掘調査、第53～ 55ト レンチ開口
2月 7日 試掘調査、第56～ 60ト レンチ開口
2月 8日 試掘調査、第61～ 66ト レンチ開口
2月 9日  試掘調査、第68～ 72ト レンチ開口
2月 10日 物品搬出
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9供養地遺跡

遺跡の位置 (第28図 )

遺跡は、三好郡池田町クヤウジに所在する。吉野川南岸上流域の標高■8m～ 130m前後の河岸段丘面

に位置する。北に向かって緩やかに傾斜する地形を呈し、東側には名子谷が位置する。現況は東側のA

地点では段々畑、原野、西側のB地点では原野である。分布調査の資料では、A地点において土師質土

器細片と陶磁器が数点確認されており、中世の遺跡の存在が予想された。B地点においては、聞き取り

調査により西法寺跡所在の可能性が出てきたため、A地点の試掘対象面積を一部B地点に移動し試掘調

査を行った。なお、名子谷周辺の対象地区に関しては伐採した木の移動が困難なため試掘調査に入れな

かった。

トレンチの設定 (第 29図 )

調査対象面積は、3,728m2で ぁる。調査にあたっては、A地点では短辺1.5m、 長辺 2m～ 10mの トレ

ンチを14カ 所、 B地点では1.5m× 3mの トレンチを3カ 所設定した。試掘面積は調査対象面積の 3%

にあたる11lm2と した。合計17の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

A地点では、第 1～ 3ト レンチにおいて耕作土を除去した後、黄褐色砂質土の地山面が検出された。

第 4～ 11ト レンチでは、耕作土・山土を除去した後、黄褐色砂質上、オリーブ褐色砂質土、暗褐色砂質

土等の押し出し土が堆積している。12層の暗褐色砂質土は土器を包含し、その下に褐色砂質土の遺構面

が存在する。第12～ 14ト レンチでは、粘性の強い褐色砂質土、責褐色砂質土等の堆積が認められており

谷筋の影響を受けている。B地点では、第15。 16ト レンチは攪乱が入り、褐色砂質土、明褐色砂質土等

の、谷筋の影響を受けた粘性の強い土が堆積している。第17ト レンチは地表面より攪乱が入っている。

出土遺物 (第30・ 31・ 32・ 33図 )

13は釜と思われる。14は陶器の大鉢と思われる。15。 16は土師質土器杯である。17は須恵器奏と思わ

れる。18は須恵器壺と思われる。19は須恵器発 と思われる。 201ま土師質土器釜と思われる。体部外面

にタタキ、体部内面にハケを施している。
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第28図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )

第29図 調査地点位置詳細図 (S=1/1500)
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第30図 第5ト レンチ出土土器
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まとめ

今回の調査地点では、包含層は部分的にしか存在せず、遺構面も削平を受けているところもあるが、

中世の石組遺構、土坑等が検出された。緩傾斜地西側中央部分から東側部分にかけては中世の遺構面が

検出されたことから、この部分について本調査を行う必要があると判断した。

調査 日誌抄

1994(平成 6)年

12月 5日  試掘作業開始
12月 6日  試掘 トレンチ掘削作業
12月 7日  試掘 トレンチ掘削作業
12月 8日 試掘 トレンチ掘削作業
12月 9日  センターで作業
12月 12日 試掘 トレンチ掘削作業
12月 13日 試掘 トレンチ掘削作業
12月 14日 試掘 トレンチ掘削作業
12月 15日 試掘 トレンチ掘削作業
12月 16日 試掘 トレンチ掘削作業
12月 19日 試掘 トレンチ掘削作業
12月 20日  試掘 トレンチ掘削作業
12月 21日  試掘 トレンチ掘削作業
12月 22日  試掘 トレンチ掘削作業、センターで作業
12月 26日  供養地 B地点移動、客土除去
12月 27日  供養地B地点移動、客土除去
12月 28日  御用納め

1995(平成 7)年

1月 4日 仕事始め

1月 5日  供養地 B地点、客土除去
1月 6日  供養地 B地点、試掘調査、第 1

1月 9日 供養地 B地点、試掘調査、第 1

1月 10日 供養地B地点、試掘調査、第 2

1月 ■日 供養地B地点、客土除去
1月 12日 供養地B地点、客土除去
1月 13日 供養地B地点、客土除去
1月 17日 供養地B地点図面整理
1月 18日 供養地B地点、試掘調査、第 3

トレンチ、開口、客土除去

トレンチ、図面、写真、客土除去

トレンチ、開回、図画、客土除去

トレンチ、開口、
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10山田遺跡 (Ⅲ )

遺跡の位置 (第34図 )

遺跡は、三好郡池田町ヤマダに所在する。吉野川南岸上流域の標高107m～ 114mの河岸段丘面に位置

する。地形は北に向かって緩やかに傾斜し、調査対象地区の西側中央部には調査区を分断する形で南北

に谷筋が存在する。現況は段々畑、墓地である。分布調査の資料では、土師質土器と須恵器の細片が数

点確認されており、中世の遺跡の存在が予想された。

トレンチの設定 (第35図 )

調査対象面積は、 1次 。2次合わせて6,470m2でぁる。試掘面積は調査対象面積の4.4%に あたる

285m2と した。調査にあたっては、 1次では対象地内の東から西へ短辺 lm～ 2m、 長辺 2m～ 10mの

トレンチを53カ 所、 2次では、短辺 lm～ 2m、 長辺1.5m～ 3mの トレンチを■ヵ所設定した。合計

64の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

1次では、第 1～ 53ト レンチにおいて、耕作土・床土までは同じ土層であるが、以下の上層は地形的

な要因から山上の押し出しの影響を受けているトレンチと影響を受けていないトレンチとに分けられ

る。床上のはがね層 (褐色砂質土)、 客土 (黄褐色砂質土、オリーブ褐色砂質土)、 地山の押し出し土

(黄褐色砂質土、及び粘質土、にぶい黄褐色砂質土)も しくは粘土 (緑灰色粘土、暗オリーブ灰粘土)

となっている。また、大部分のトレンチから客上が検出されており、田畑造成時にかなりの削平を受け

ているものと思われる。 2次では、Y‐ 1～Y-8ト レンチにおいて耕作土・床上を除去後、褐色粘質土の

包含層が部分的に残存している。Y-9～ Y-10ト レンチは、耕作土除去後、黄褐色砂礫層が検出された。

Y―■トレンチは、暗灰黄色砂質上の山土の押し出し土が堆積している。

出土遺物 (第 36・ 37・ 38・ 39・ 40・ 41・ 42・ 43・ 44図 )

21、 32は弥生時代後期～古墳時代前期の高杯と甕である。22・ 33は中世の金の脚部である。231ま瓦器

椀である。24。 26・ 29・ 30は杯である。25・ 28は蓋である。27・ 31は奏である。27は外面体部にタタキ

を施している。28は須恵器弩か蓋と思われる。31は須恵器と思われる。341ま石製紡錘車である。

まとめ

今回の調査地点では、Y‐ 3ト レンチより土坑が検出された。また、遺構面上層には包含層が東側部分

にかけて削平を受けているが残存している。調査対象地東側平坦地に一部田畑による削平は受けている

ものの、中世の遺構面が広がっているものと思われる。よって、平坦地の1,230m2で本調査を行う必要

があると判断した。
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第36図  第3ト レンチ出土土器
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第44図 第44ト レンチ出土石器



11山田遺跡 (I)

遺跡の位置 (第45図 )

遺跡は、三好郡池田町ヤマダに所在する。吉野川南岸上流域の標高150m～ 170mを 計る。四国山地の

一部分が北に張り出した尾根の北面に位置し、島山谷川に沿った山間部の北面に位置する。分布調査の

資料では、土師質土器や陶磁器などの上器片を採取しており、中世の遺跡の存在が予想された。また、

本地点の西側に一枚岩が大きくせり出して庇状の景観を呈する状況が 2カ 所あり、岩陰遺跡の存在が予

想された。

トレンチの設定 (第46図 )

調査対象面積は、 1次・ 2次合わせて2,550m2でぁる。調査にあたっては、 1次では対象地内の南か

ら北へ lm× 2mの トレンチを lヵ 所、 lm× 3mの トレンチを3カ 所、1.5m× 3mの トレンチを 9
カ所、 2次では、0.2m× 0.5mの トレンチを2ヵ 所、0.2m× lmの トレンチを4カ 所設定した。試掘面積
は調査対象面積の2.1%にあたる53m2と した。合計19の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

1次では、第 1～ 13ト レンチにおいて、耕作土・床土を除去後、にぶい黄色の泥岩をブロック状に含

むおおむね赤褐色の粘性がややある地山を検出した。 2次では、 トレンチA… 1～ C‐21こついては明黄褐色
砂質土、鈍い黄褐色砂質土、黄褐色砂質土、黄褐色の岩盤の順に堆積している。遺構面は黄褐色砂質土

上面に形成される可能性がある。

出土遺物 (第47・ 48049図 )

35は弥生時代中期後半～後期の奏である。36・ 37・ 38。 39。 401よ椀、杯、もしくは皿である。39'40

は外面底面は回転ヘラケズリ後ナデを施している。41はサヌカイトの楔形石器である。42・ 43はサヌカ

イトの剥片である。44は結晶片岩の石鍬である。

調査 日誌抄

1994(平成 6)年

9月 5日  試掘調査、第 1～ 3ト レンチ終了
9月 9日  試掘調査、第11～ 13ト レンチ終了(開口のみ)岩陰部分掘り下げ
9月 12日 試掘調査、第11～ 13ト レンチ終了、岩陰部分片づけ
11月 22日  試掘調査開始、A地区掘り下げ
11月 24日  試掘調査開始、A地区掘り下げ
11月 30日  試掘調査開始、BoC地 区掘り下げ
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第45図 調査地点位置図 (S〓1/2.5万 )

第46図  調査地点位置詳細図 (S=1/1000)
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まとめ

今回の調査地点では、第 1～ 13ト レンチにおいては、遺構・遺物ともに検出されなかった。地形的な

条件 (急斜面)と いう状況から、遺跡の存在する可能性は希薄であると判断した。 トレンチA‐ 1か らは

にぶい黄褐色砂質土上面で焼土痕が検出され、黄褐色砂質土上面からは土器細片が出上した。土器は細

片のため時期確定は困難であるが縄文もしくは中世に属するものと思われる。黄褐色砂質土は各トレン

チで姑応しており安定した遺構面は存在すると思われる。トレンチA■～C‐2については明確な遺構は検

出されなかった。しかし、地形的な条件や、土器を検出したことにより岩陰遺跡の可能性は高い。よっ

て650m2の本調査を行う必要があると判断した。
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12馬路遺跡

遺跡の位置 (第50図 )

遺跡は、三好郡池田町馬路字安永に所在する。吉野川の支流の馬路川の北岸、標高240m～ 270mの傾

斜地に位置する。馬路川との比高差は約70mを 計る。調査区周辺は深谷川など深い谷がいくつかあり、

急斜面や急崖が多く起伏の激しい地形である。調査区は、北方には阿讃山脈がひかえ、東西南の三方は

急崖となっている。また、中央構造線系の断層による地滑 りによって生じたと思われるやや平坦な面と

独立丘陵が見られる。分布調査の資料でも、土師質土器や瓦質土器を採取しており、中世の遺跡の存在

が予想された。

トレンチの設定 (第51図 )

調査対象面積は、7,740m2で ぁる。調査にあたっては、西側 (丘陵部分)に 36ト レンチ、東側 (平坦

部分)に 10ト レンチを設定した。試掘面積は調査対象面積の4.1%に あたる320m2と した。丘陵頂部分で

は、主に石積古墓の時期や規模の確認を行った。また丘陵裾部分では、主に城跡に関係する堀跡等の遺

構や遺物の検出に努め、 トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

ほとんどのトレンチ設定場所においては、表土直下が黄褐色の砂岩の角礫を多く含んだしまりのない

粘質土層で、その下の層は直径lcm以下の砂岩の角礫を主とする砂礫層で、さらにその下の層はやや赤

みを帯びた砂岩の角礫を多く含む粘質土層となっている。表土直下に砂礫層の見られるトレンチ設定箇

所もあり、畑を開墾する際にかなりの削平があったものと思われる。

出土遺物 (第52・ 53・ 54・ 55・ 56図 )

45は灯明皿である。46は陶器の奏である。47は杯である。48・ 49・ 50・ 51は羽釜である。521ま砥石で

ある。53・ 54は台石である。46～ 51は中世 (14～ 15世紀)に属するものと考えられよう。

まとめ

今回の調査地点では、丘陵頂部分以外のトレンチ設定箇所においては近年の開墾によるかなりの削平

の痕跡がみられる。中世以前の遺構は検出されなかった。中世の遺物が割合数多く出土した第15ト レン

チにおいても旧耕作土中からの出土であり、原位置を留めるような状況にはない。おそらくは近年の開

墾の際に寄せ集めてきた土の中に混入していたものであると考えられる。当該地より中世以前の遺構が

検出される可能性は極めて低いと考えられる。丘陵頂の中世墓と思われる石積みも一部には近年のなん

らかの改変を与えたらしい痕跡も見うけられるものの、本調査を行い、なお慎重な確認が必要なものと

思われる。よって、調査範囲を丘陵頂部分に絞り、本調査を行う必要があると判断した。
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第50図 調査地点位置図 (S=¬ /2.5万 )

第51図 調査地点位置詳細図 (S=1/1500)
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13源氏岡遺跡

遺跡の位置 (第57図 )

遺跡は、三好郡池田町馬路字源氏岡に所在する。阿讃山脈の西端部の南麓にあり、斜面と馬路川に向

かって緩やかに傾斜する地形の交換点にあたり、標高259m～ 265mに位置する。現況は段々畑、荒れ地

である。分布調査の資料でも、土師質土器片を採取している。調査地区北隣には、塚があったと考えら

れる祠の跡及び丘陵跡があり、中世の遺跡の存在が予想された。

トレンチの設定 (第58図 )

調査対象面積は、1,180m2で ぁる。調査にあたっては、調査地の中で最も塚に近い南西側上の畑から

傾斜に沿って東に向かって 8本と北側の斜面に3本のトレンチを設定した。そして最後に第 3′～4ト

レンチの地山層の広がりに従って約80m2の トレンチを拡張し、合計12の トレンチを設定して遺構検

出・遺構完掘 。遺物の確認に努めた。試掘面積は調査対象面積の14.8%に あたる175m2と した。

基本層序

基本土層は、耕作土層、床土、盛り上及び客土層、地山の押し出し層、地山層であり、部分的に旧耕

作土層、旧客土層が地山の押し出し層上にある。

まとめ

今回の調査地点では、調査対象となる遺構面の確認はできなかった。また、遺物 (縄文土器片 2点 )

の採取を見たものの、その包含層に当たる層や遺構構築面に当たる層も確認されず、近世の自然流路が

残っているにすぎない。よって遺跡の存在する可能性は希薄であると判断した。従って今回の調査対象

地においては試掘調査のみで終了した。

調査日誌抄

1998(平成10)年

4月 10日 事前準備、物品搬入、抗打ち確認の為現地確認午後より
4月 17日 事前準備、 プレハブ建設、建設 (業者)立ち合い、レベル杭打ち
4月 21日  試掘調査、第 1・ 2ト レンチ開日、地山か地 山の押し出しと思われる層の確認
4月 30日  試掘調査、第 7・ 9ト レンチ開口、人力掘削、精査 、第 4ト レンチ拡張
5月 12日 埋め戻し、第 4ト レンチ、拡張部分レベルを図面に記入
5月 13日 埋め戻し、第 4ト レンチ、完了、物品整理、搬出
5月 14日  とりまとめ (遺物発見届け・報告書作成)
5月 15日  とりまとめ (遺物発見届け。保管書作成 。遺物・実績報告書作成)
5月 25日 整理作業 (実績報告書完成)、 物品整理
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第57図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )

第58図 調査地点位置詳細図 (S=1/1000)
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14林遺跡

遺跡の位置 (第60図 )

遺跡は、三好郡池田町佐野に所在する。阿讃山脈の西端部の南麓にあり、斜面と馬路川に向かって緩

やかに傾斜する地形の交換点にあたり、標高263m～ 273mに位置する。現況は段々畑、宅地である。分

布調査の資料でも、弥生土器、中世の上師質土器、瓦質土器を採取している。調査地区の近辺には、佐

野城主の居宅跡がある。以前より弥生時代から中世の遺物の散布地であると考えられ、遺跡の存在が予

想された。

トレンチの設定 (第61図 )

調査対象面積は、2,210m2でぁる。調査にあたっては、調査地の南側斜面から掘削を開始し、傾斜に

沿って13カ 所設定した。最後に第10ト レンチの平坦部の張り出しに沿って約50m2の トレンチに拡張し

た。試掘面積は調査対象面積の5.9%にあたる130m2と した。合計13の トレンチを設定して遺構、遺物の

確認に努めた。

基本層序

基本土層は、耕作土層、盛り上及び客土層、地山層であり、部分的に旧耕作土層、旧客土層が地山層

にのっている。第10ト レンチ部分でのみ、中世と考えられる土師質土器、瓦質土器、スラッグなどを含

む遺構面の存在が確認された。しかし、調査地全体に遺跡面が広がるとは考え難い。

出土遺物 (第59図 )

55は中世の上師質土器の杯である。外部底面は静止ヘラ切りを施していると思われる。

まとめ

今回の調査地点では、一部を除いて調査対象となる遺構・遺物の確認はなかった。また、包含層に当

たる層や遺構構築面に当たる層も拡張部分以外には認められなかった。よって遺跡の存在する可能性は

希薄であると判断した。従って今回の調査対象地においては試掘調査のみで終了した。

― lジ
55

第59図  第10ト レンチ出土土器
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第60図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )
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15和田遺跡

遺跡の位置 (第66図 )

遺跡は、三好郡池田町佐野字和田に所在する。馬路川北方の標高276m前後の河岸段丘上に位置し、

南は小さな河川によって深く開析され、その開析された対岸に戦国期の佐野叛主の居宅跡がある。

トレンチの設定 (第67図 )

調査対象面積は、2,810m2でぁる。調査にあたっては、 2m× 3mの トレンチを16カ 所、 lm× 8m
のトレンチを3カ 所設定した。合計19の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。試掘面積は調査対象

面積の14.8%に あたる120m2と した。

基本層序

第 1層は耕作土である。第2層はにぶい褐色上である。第 3層 。第 4層は明褐色上の地山である。第

5層 も明褐色上の地山でありやや粘質性を帯びる。第 6層は攪乱層であった。

出土遺物 (第62・ 63・ 64・ 65図 )

56は須恵器椀である。外面体部はミガキ、上位をヨヨナデ、

下位でミガキを施している。57は土師質焙烙である。外面体部

は上位を指オサエ後ナデ下位板ナデ(幅1.9cm)を 施している。58

は土師器椀である。59はサヌカイトの剥片である。

第63図  第12ト レンチ出土土器

第65図  第10ト レンチ出土石器

0              10cm

第62図  第10ト レンチ出土土器

58

0              10cm

第64図 溝 2出土土器
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第66図 調査地点位置図 (S〓1/2.5万 )
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第67図 調査地点位置詳細図 (S=1/1000)
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まとめ

今回の調査地点では、第 9～ 16ト レンチ周辺は約50年前に現在の水田を造成した際かなりの削平を受

けている状況ではあるが、第 4'10。 14・ 15。 16・ トレンチに中世の自然流路的な大溝と思われる遺溝

面が残存している。よって当該地区については、本調査を行う必要があると判断した。その他の地区に

ついては、耕作上の直下は地山になっており、近代以前の遺溝が残存する可能性は極めて低いと考えら

れ、本調査の必要性はないと判断した。

調査日誌抄

1996(平成 8)年

6月 3日 挨拶回り (道路公団・地権者)、 現場視察
6月 4日 調査準備
6月 5日  調査開始、除草、試掘調査、第 1ト レンチ掘削
6月 6日 試掘調査、第 2～ 16ト レンチ掘削、みきわめ
6月 7日 試掘調査、第17ト レンチ掘削、図面作成、写真撮影、みきわめ
6月 8日 図面作成、写真撮影、埋め戻し、除草
6月 10日 整理作業
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16森常遺跡

遺跡の位置 (第68図 )

遺跡は、三好那池田町字初草に所在する。阿讃山脈の西端部にあり、南に大きく張り出した尾根状の

地形で、標高303m～ 314mに位置する。周辺には、小さい谷が南の馬路川に無数に流れているため、起

伏の多い地形を呈する。調査地区の近辺には、佐野城主の居宅跡がある。以前より弥生時代から中世の

遺物の散布地であると考えられ、遺跡の存在が予想された。

トレンチの設定 (第69図 )

調査対象面積は、1,510m2で ぁる。調査にあたっては、調査地の西側斜面から掘削を開始し、南北斜

面に沿って12カ 所設定した。最後に尾根の張り出しに沿って約25mの トレンチを設定した。試掘面積は

調査対象面積の 6%にあたる90m2と した。合計13の トレンチを設定して遺構の確認に努めた。

基本層序

基本土層は、表土層、山上の押し出し層、地山層であり、近世から現代の墓の跡は確認できたものの、

弥生時代から中世の遺構、遺物は全く確認されなかった。山上の押し出し層は、地山上に厚く堆積し、

自然環境の影響などが考えられた。

まとめ

今回の調査地点では、いずれも遺物包含層、遺構面の確認はできなかった。よって遺跡の存在する可

能性は希薄であると判断した。従って今回の調査対象地においては試掘調査のみで終了した。59はサヌ

カイトの剥片である。
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第68図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )

第69図 調査地点位置詳細図 (S=1/1000)
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17高毛遺跡

遺跡の位置 (第70図 )

遺跡は、三好郡池田町高毛に所在する。阿讃山脈の西端部にあり、南に大きく張り出した尾根状の地

形で、標高317m～ 320mに位置する。周辺には、泥谷川などの小さい谷が南の馬路川に無数に流れてい

るため、起伏の多い地形を呈する。現況は池田町の共同墓地となっている。調査地区の近辺には、佐野

城主の居宅跡がある。以前より弥生時代から中世の遺物の散布地であると考えられ、遺跡の存在が予想

された。

トレンチの設定 (第71図 )

調査対象面積は、840m2でぁる。調査にあたっては、調査地の西側斜面から掘削を開始し、南北斜面

に沿って 3カ 所設定して遺構の確認に努めた。試掘面積は調査対象面積の 3%にあたる25m2と した。

基本層序

基本土層は、表土層、攪乱及び客土層、地山層であり、近世から現代の墓の跡は確認できたものの、

弥生時代から中世の遺構、遺物は全く確認されなかった。攪乱及び客土層は地山層直上に堆積し、人為

的な埋葬の影響などが考えられ土た。

まとめ

今回の調査地点では、いずれも遺物包含層、遺構面の確認はできなかった。よって遺跡の存在する可

能性は希薄であると判断した。従って今回の調査対象地においては試掘調査のみで終了した。
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第70図 調査地点位置図 (S=1/2.5万 )

第71図  調査地点位置詳細図

0                     1km

もの颯�IRktlktt鵡

“

962

入

企/
不 9と_ィ__「_ィ_¬げ―十一―一一――――――どЦ

m善

イ           g

-54-

(S〓1/1000)



第1表 清水遺跡試掘調査 出土遺物観察表 土器

番号
遺構名
出土地点

器種 鮮
率

径

ｍ，
口
くｃ

体部最
大径
(cm)
離
ぐｃｍ，
頸部
径
(cm)

器高
(cm)
その他の
法量 (cm)

枝法・文様 色調 胎土
搬入

1 寄彗22トレンチ
土師器
羽釜

1/20 (30)
外)口縁部:ヨコナデ
内)口縁部:指オサエ後ヨコナデ

内・外 )に ぶい橙 石、長、
‐

、 ,R

2 身守68トレンチ
土師器
甕

1/7 (190)

豹口縁部:凹線文2条、顕音
『
ヨヨナ戌体著臣

ヘラミガキ(幅0 2cm)
内〉口縁頸部ヨコナデ、体部:ヘラケズリ
(幅 1 7cm以上)

内,外 )にぶい褐
石、長、

雲、角、

赤

態キ?

第2表 お塚古墳試掘調査 出土遺物観察表 土器

第3表 供養地遺跡試掘調査 出土遺物観察表 土器

番号
遺構名
出土地点

器種 鯨
率
口径
(cm)

体部最
大径
(cm)

底径
(cm)
卸
径
ｍ
器高
(cm)
その他の
法量(cm)

技法。文様 色調 胎土 触
品

3 昇手1トレンチ
焼き締
め陶
熟 ,書

1/12 (73)
外〉口縁顕部:回転ナデ
内)回縁頸部:回転ナデ

外)橙
内)にぶい橙

石、長、

雲、赤

身彗26トレンチ
磁器

皿
2/3 (14)

高台高
04

外)体部 :ロクロナデ 施釉、底部底面 :ロクロ

ナデ

内)体部 :ロクロナデ・施釉・見込み蛇の目釉
尋‖r

内・9「lグレイみ
の責

5 身ヨ46トレンチ
陶器

碗
(2.2)

高台高

09

外)体部:ロクロナデ・施釉、底部底面:ロクロ

ナデ
内)体部:ロクロナデ・施釉

外)浅い責みの
プラウン

内)グレイみの
ブラウン

6 第61トレカ
土師質
釜脚部

不明
長さ(10,151

中冨(5.4)
外〉脚部:指オサエ・指ナデ
内)脚部:指オサエ 指ナデ

外)明責褐
内)明赤褐

イョ 、長 、

雲

第72トレンチ
須恵器

奏?
不明

長さ(34)

幅 (50)

厚さ(o85)

外)体部:ナデ
内)体部:ナデ

灰
灰
外
内

石、雲、

赤

包含層
土師質
皿 (145)

外)底部:ナデ、底面:回転ヘラケズリ
内)底部:ナデ

91・l明褐
内)明褐

石、雲、

赤

包含層
釜

脚部
不明

長さ(8,35)
幅 (39)

外)脚部:指オサエ・指ナデ
内)脚部:指ナデ

外)浅責橙
内ガ完黄橙

石、雲、

赤

10 包含層 須恵器

奏?
不明

長さ(405)

幅 (45)

厚さ(075)

外)体部ウタキ(幅+lcm/3条以上)
内)体部:ナデ

外〉灰
内)灰

石、雲、

赤

身彗20トレンチ
瓦器

椀
不明 (255)

外)体部:磨滅の為調整不明
内)体都:磨滅の為調整不明

黒
黒
外
内

石、長、

雲、赤

身彗38トレンチ
主 H中負

釜
1/20 (46)

外)口縁部:指オサエ

内)口縁部:ナデ

/1・ lにぶい黄褐
勺)浅責橙

石、雲、

赤

番号
遺構名
出土地点

器種 鮮
率
口径
(cm)

体部最
大径
(cm)

底径
(cm)

頸部
径
(cm)

器高
(cm)
その他の

法量 (cm)
技法。文様 色調 胎土

搬入

13 第5トレカ
土師質
鎌・釜?

1/12 (765)
外)口縁部1回転ナデ、頚部:指オサエ後ナラ
内)口縁部:回転ナデ、頭部:ナデ

坤明黄褐
れ明黄褐

石、雲、
未

14 第5トレカ
土師質
鉢?

不 明

長さ(2135

中冨(163)

厚さ(3.1)

外)体部:ナデ
内)体きトナデ

外)にぶい責
内)明灰黄

石、雲、

片

15 第9トレカ
土師質

杯

外)日縁体部:回転ナデ、底面:ヘラケズリ後
ナデ
内〉口縁体部:回転ナデ、底面:ナデ

外)明褐
内)明褐

石、雲、

赤

16 身雪9トレンチ
土師質
林

10.2 (235)
711口縁体部:回転ナデ
勺)日縁体部:回転ナデ

71・l明褐
内)明褐

石、長、

雲、赤

17 身
雪9トレンチ 須

恵器

甕?
不明

長さ(59)

幅 (101)

厚さ(1,0)

デ

デ

ナ

ナ

部

部

体

体

杓

れ
黄浅
灰
灼
内

石、雲、

赤

身雪9トレンチ
須恵器

壼?
不 明

長台(30bジ

幅 (215)

'享

さ(095)

デ

デ

ナ

ナ

部

部

体

体

狩

初
灰

灰
灼
内

石、雲

男子10トレンチ
須恵器

釜?
不 明

長さ(475)

幅 (4.05)
厘Xr∩ A氏Ⅲ

杓体部:格子タタキ
利体部:ハケ(幅+10条以上/1cm)

褐
褐
赤
赤
暗
暗
外
内 石、雲

20 包含層
土師質

畜盛?
不明

長さ(122)

幅 (164)
匡斉rlク、

外)体部:タタキ(幅 #4 5cm×23cm:6条 以
上)
内〉体部フヽケ(幅+9条以上/2 5cm)

外〉明赤褐
内)責褐

石、雲、

片、赤
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第4表 山田遺跡 (I)試掘調査 出土遺物観察表 土器

番号
遺構名
出土地点

器種 婢
率
唯
ｔｃｍ，
鵬羅ｔｃｍ，
離
くｃｍ，
即
径
そｃｍ‐
絡
ぐｃｍ，

その他の
法量(cm)

技法・文様 色調 胎土
腺

口
則

第3トレカ
土師器
高杯脚 (84)

外)脚部:磨滅の為調整不明 (ミガキがあった
と思われる。)
内)脚部:指ナデヘラケズリ(幅 1 4cm以上)

橙
橙
外
内

石、雲、

片、赤

22 A3トレンチ
釜

脚部
不明

長さ(73)

幅 (42)
外)脚部:指ナデ 外)明黄掲

石、長、

雲、片、赤

23 A3トレンチ
瓦器

椀
122 (23)

外)口縁部:回転ナデ、体部iナデ
内)口縁部:回転ナデ、体部:ヘラミガキP
(幅0 2cm)

外)褐灰
内)灰

石、赤

24 A3トレンチ
土師器
抹

122 外)日縁部:ナデ
内)口縁部:ナデ

外)明赤褐
内)明赤褐

石、雲、

赤

A3トレンチ
土師器
芸

外)体部:ナデ
内)体部:ナデ

外)明赤褐
内)明赤褐

石、雲、

赤

A3トレンチ
須恵器
杯

9rl口縁部:回転ナデ
内)口縁部:回転ナデ

灰

灰

灼

内 石

A3トレンチ
須恵器

甕
不明

長さ(72)
幅 (5,9)
厚さ(13)

夕慟体部タタキ(幅■lcm/3条以上)
内)体言辟ナデ

灼灰白
内)灰白

石、雲

23 A3トレンチ
須恵器
甕 (蓋 ?

不明

長さ(39)
幅 (30)
厚さ(07)

外)体部:ナデ
内)体部:ナデ

灰
灰
灼
内 石、雲

29 身写22トレンチ
土師器
杯

外)底言トナデ、底面:回転糸切り
内)底部:ナデ

橙
橙
外
内

石、長、

雲、赤

30 身写36トレンチ
土師器

杯
外〉口縁体部:回転ナデ
内)口縁体部:回転ナデ

prl明赤褐
内)明赤褐

石、長、

雲、赤

第41トレンチ
須恵器

奏
不明

長さ(5,75)

幅 (64)

厚さ(07)

外)体部タタキ(幅十1cm/3条以上)
内)体部フヽケ(幅イ5条以上/1cm)

灼黒
内)浅黄

石、長、

雲

32 身写52トレンチ
土師器

甕
/1・ )体底部:磨滅の為調整不明
れ体部:下位ヘラケズリ(幅 1 6cm以上) 灰

橙
黄
外
内

石、長、

雲、赤

33
YA-8
包含層

立

口

釜

脚
刺
，

長さ(74)
幅 (3.35)

杓脚部:指ナデ 外)明黄褐
石、長、

雲、片

第5表 山田遺跡 (I)試掘調査 出土遺物観察表 土器

第6表 馬路遺跡試掘調査 出土遺物観察表 土器

番号
遺構名
出土地点

器種 鮮
率
唯
ｔｃｍ‐

体部最
大径
(cm)
離
くｃｍ，
瑯
径
ｔｃｍナ
絲
ぐｃｍ，

その他の
法量 (cm)

技法・文様 色調 胎土 腺
品

身著53トレンチ
土師器

甕

71・ )体底部:磨減の為調整不明
勺)底都:ヘラケズリ(幅 16cm以上)

橙

橙

外

内

石、長、
雲、赤

36 身琴53トレンチ
土師器

皿
外)日縁体部:指オサエ後ナデ
内)回縁体部:ナデ

橙

橙

本

勺

石、雲、

赤

37 身子53トレンチ
土師器

皿
1/4 外)底部:ナデ、底面:磨減の為調整不明

内)底部:ナデ

橙

橙

外

内

石、雲、

赤

38 身353トレンチ
土師器
五l?

(125)
9rl底部:ナデ
内)底部:ナデ

杓明赤褐
れ明褐

rEl、 芸

39 身孝53トレンチ
土師器

皿
外)底部:ナデ、底面:回転ヘラ切り後ナデ
内)底部:ナデ

橙
橙
杓
れ

イョ 、芸 、

赤

40 身J53トレンチ
主帥呑

皿
外)底部:ナデ、底面:回転ヘラケズリ後ナデ
内〉底部:ナデ

橙
橙
的
れ

オョ 、芸 、

赤

番号
遺構名
出土地点

器種
残存
率 唯ぐｃｍ，

体部最
大径
(cm)
離
ぐｃｍ，
郵
径
ｍ
縞
そｃｍ，

その他の
法量 (cm)

技法・文様 色調 胎土
縁

口
山

45 表土
ｍ

器

田

陶
何

外)口縁頸体底部:ロクロナデ、日縁部:塗土
内)口縁頸体底部:ロクロナデ・塗土

内・クnにぶい赤
褐

Яζ 、早車、

未

一則

？

備

系

46 第10トレンチ
爺
陶
灌

暁

心

熙

(475)
外)ロクロナデ
内〉口縁部:ロクロナデ

橙
橙
外
内

石、雲、

赤

47 第15トレンチ
土師質
林

外)口縁体部:回転ナデ、底面:ナデ
内)日縁体都:回転ナデ

外)にぶい橙
内)にぶい黄橙

石、長、

雲、赤
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番号
遺構名
出土地点

器種
残存
率
回径
(cm)

体部最
大径
(cm)

底径
(cm)

頸部
径
(cm)

器高
(cm)
その他の
法量(cm)

技法・文様 色調 胎土
搬入
品

48 第15トレカ
土師質

羽釜
1/20 (41)

9rl口縁部:回転ナデ、体部:上位指オサエ後
ナデ
内)口縁体部:ナデ

橙

橙
灼
向

石、長、

雲、赤

49 身J15トレンチ
土師質
羽釜

1/20 327 (46)
/1・ l口縁部:回転ナデ、体部:上位指オサエ後
ナデ
内)日縁体部:ナデ

褐明
橙
外
内

石、長、

雲、赤

50 身子15トレンチ
土師質

羽釜
1/16

外)日縁部:回転ナデ、体部:上位指オサエ後
ナデ
内)日縁体部:ナデ

外)明赤掲
内)橙

石、長、

雲、赤

51 第26トレンチ
土師質

羽釜
1/16 (275)

外)口縁部:回転ナデ、体部:上位指オサエ後
ナデ
内)口縁体部:ナデ

橙

橙

外

内
石、雲、

赤、長

第7表 林遺跡試掘調査 出土遺物観察表 土器

第9表 山田遺跡 (I)試掘調査 出土遺物観察表 石器

番号
遺構名
出土地点

器種 薪
率
口径
(cm)

体部最
大径
rttmⅢ
朧
ぐｃｍ，
即
径
ｍ
器高
(cm)
その他の
法量 (cm)

技法。文様 色調 胎土
搬入

55 雰子10トレンチ
土師質
杯

(12)
州底部:磨減の為調整不引、底面:静止へ▼
切りP
内)底言
『
磨減の為調整不明

橙

橙
灼
向

石、雲、
赤

第8表 和田遺跡試掘調査 出土遺物観察表 土器

番号
遺構名
出土地点

器種 鮮
率
口径
(cm)

体部最
大径
(cm)

底径
(cm)
即
径
ｒｏｍ‐

器高
(cm)
その他の
法量(cm)

枝法・文様 色調 胎土
腺

口
ｍ

56 第■トレカ
須恵器
椀

(29) 灼 口縁部:回転ナデ、体部
内)口縁部:ヨヨナデ、体部: 謝舛

自
灰
灰
責
外
内

石、雲、

赤

57 第12トレカ
土師質
焙烙

1/12 (34)
外)口縁部:ヨヨナデ、体部:上位指オサエ後
ナデ下位板ナデ(幅 1 9cm)
内)口縁体部:ヨヨナデ

外)イこぶい褐
内〕こぶい褐

石、長、
雲、赤

58 溝2
土師器
椀

1/16 (27)
外)日縁体部:ナデ
内)口縁体部:ナデ

外)浅責橙
内W完責橙

石、長、
雲、赤

番号 遺橋名・出土地点 器種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重量 (9) 備考

第44トレンチ 紡錘車

第10表 山田遺跡 (I)試掘調査 出土遺物観察表 石器
番号 遺構名。出土地点 器種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重量 (a) 備考

41 第3層 楔形石器 1 サヌカイト

42 埋 土 剥片 サヌカイト

43 前回試掘埋上分 剥片 l サヌカイト

44 埋 土 石鍬

第11表 馬路遺跡試掘調査 出土遺物観察表 石器
番号 遺構名・出土地点 器種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重量 (g) 備考

52 第24トレンチ 砥石 2917

53 第24トレンチ 台石 176[ 21067

54 第24トレンチ 台石 134『 5ユτ 18502 結晶片岩
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第12表 和田遺跡試掘調査 出土遺物観察表 石器
番号 遺構名。出土地点 器種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重量 (9) 備考

59 第10トレンチ 剥片 482 サヌカイト



西屋敷遺跡 図版 1

全体風景 (南から)

第29ト レンチ土層堆積

状況

第22ト レンチ完堀状況 !辞ミ撃
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中山遺跡 図版2

第10ト レンチ上層堆積

状況

第21ト レンチ土層堆積

状況
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第 2ト レンチ完堀状況



西大佐古遺跡 1次 図版3

調査前風景 (北から)

第 9ト レンチ遺物検出

状況

第 5ト レンチ完堀状況
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西大佐古遺跡 2次 図版4

調査前風景

第12ト レンチ土層堆積

状況

第15ト レンチ土層堆積

状況
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清水遺跡 図版5

調査前風景

第68ト レンチ土器出土

状況

第フトレンチ完堀状況
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塩塚遺跡 1次 図版6
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況

第

状

調査前風景

トレンチ土層堆積
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第17ト レンチ完堀状況



塩塚遺跡 2次 図版7

調査前風景

第12ト レンチ石組

第 9ト レンチ完堀状況
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加茂野宮遺跡 (Ⅱ )図版8

調査前風景 (北から)

第10ト レンチ土層堆積

状況

-65-

第14ト レンチ完堀状況



加茂野宮遺跡 (I)図版9

調査前風景

第36ト レンチ土層堆積

状況

第19ト レンチ完堀状況
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お塚古墳 図版10

調査前風景

第12ト レンチ遺構検出

状況

第18ト レンチ土層堆積

状況
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図版11

第36ト レンチ遺構検出

状況

第40ト レンチ遺構検出

状況

第49ト レンチ石組遺構
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供養地遺跡 図版12

第 5ト レンチ遺構検出

状況

第 7ト レンチ土層堆積

状況

第 9ト レンチ遺構検出

状況
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図版13

第10ト レンチ遺構検出

状況

第16ト レンチ土層堆積

状況

第 2ト レンチ完堀状況
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山田遺跡 (Ⅱ )図版14

調査前風景 (南から)

第22ト レンチ遺物出土

状況
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第40ト レンチ完堀状況



図版15

第44ト レンチ土層堆積

状況

第47ト レンチ完堀状況

第Y-3ト レンチ遺構検
出状況 (東から)
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山田遺跡 (I)図版16

岩陰A全体風景
(東から)

作業風景
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第10ト レンチ完堀状況


